
  

 

 

 

 
  

つながりを深めた運動会 

                        園 長  立 石 晃 子 

始めに、今季の台風、大雨で被害に遭われた方へ、心よりお見舞い申し上げます。 

台風接近に伴い運動会の日程を急遽変更させていただきました。保護者、学校関係者、地域

の皆様におかれましては、ご理解とご協力をいただきありがとうございました。おかげさまで

当日、子供たちは皆様の前で元気に、力いっぱい表現することができました。年少組の子供た

ちは、担任と一緒に素敵な笑顔でのびのびと踊っていました。年中組の子供たちは、ぎりぎり

まで玉入れの練習を繰り返し、本番に臨みました。そして年長組の子供たちは、リレーでは練

習のときに「負けちゃったけれど、本番は勝つ！」と自分や友達を鼓舞して取り組み、当日も

最後まであきらめなかった姿が感動を呼びました。こうして子供たち一人一人が力を出し切る

ことができたのは、子供を取り巻く周りの方々のサポートがあってこそ、そして今年は特にそ

のことを痛感した運動会でした。 

運動会当日は雨かもしれないという予報が出てから、子供たちと教員は体育館での練習を念

入りに始めました。校庭と違い、何本ものラインが描かれている床は目印が見つかりづらく、

リズムの隊形移動、リレーのトラックなどで子供たちが戸惑う様子が見られました。子供たち

が安心して行えるよう担任が指導の工夫を重ねる一方で、子供たちが分かりやすくするために

はどうしたらよいか、ＰＴＡ役員・運動会係の保護者の方もアイデアを出し合い、お手伝いし

てくださいました。保護者に皆様には、子供たちの日々の心の葛藤を受け止め、励まし、当日

まで導いていただきました。運動会に至るまでは、地域の方の力もお借りしました。町会のご

協力を得て、地域のマンションに子供たちのつくったポスターを貼らせてもらうことができま

した。汐入小学校のご協力を得て、校庭・体育館で毎日のように練習をすることができました。

またこの時期の週末は、地域の保育園やスポーツ団体が汐入小学校を利用しています。その中

で、汐入小学校、地域スポーツ団体のご協力を得て、延期をして行うことができました。ＰＴ

Ａ顧問の方も当日駆けつけてくださり、受付の協力をしてくださいました。 

人とのつながりが希薄化し、損得を意識し大変なことは外注化する傾向のあるこの時代にお

いて、子供を取り巻く周りの方々とともに、こんなにも子供たちのために集い、考え、力を出

し合うことができたことに対し、大変貴重な経験をさせていただいたと思うと同時に大変嬉し

く感じました。地域に根ざした公立幼稚園だからこそできるマンパワーです。私は今年度のテ

ーマを「繋がり 紡ぎ合う 南千住第二幼稚園」とさせていただいていますが、運動会をとお

して実現できたように思い、感謝しております。この経験を次へとつなぎ、子供たちの教育活

動を充実させていきます。ありがとうございました。 
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楽しいこといっぱい！子供たちの園生活 

＜3歳もも組＞   

ドキドキ・ワクワク初めての運動会楽しかったね！ 

先生や 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜4歳たんぽぽ組＞ 

みんなで頑張るとうれしいね。友達と一緒だと楽しいね！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

＜5歳ばら組＞ 

力いっぱい頑張った運動会！みんなすてきだったね！！ 

 ある日、年少組の子供たちに、サングラスをかけたダンゴムシから手紙が届きました。『みんな

で楽しく踊ってね。』と書かれたメッセージと CDが入っていました。毎日楽しく踊っていくうち
に、大好きな踊りの１つとなりました。また、年長組のリレーを真似してかけっこをしたり、バ

ルーンの中に入れてもらったりしながら、楽しい遊びを積み重ね、初めての運動会を迎えました。

当日はたくさんの人にちょっぴりドキドキしたり、大好きな踊りやかけっこを見てもらってワク

ワクしたり･･･。初めてもらった金メダルに負けないくらい、子供たちの嬉しそうな笑顔がキラキ

ラしていました。 
 年長組にバルーンや獅子の舞を教えてもらいながら、まだまだ子供たちの運動会は楽しく続い

ています。運動会の余韻を遊びの中で味わいながら、友達と一緒に遊ぶ嬉しさや楽しさ、お兄さ

んお姉さんへの親しみの気持ちを感じられるよう、引き続き援助していきます。 

保護者の皆様の温かい歓声の中、みんなで海賊になって楽しんで取り組んだ運動会。当日のや

りきった満足感の中で、「みんなと一緒に体を動かすのって楽しいな。」と、友達とのつながりや、

一体感を味わうことができたと感じています。運動会後は、憧れの年長組に「獅子の舞」を教え

てもらったり、鬼ごっこを一緒に楽しんだり、年少組とは玉入れを一緒に遊ぶなど、異年齢の交

流も増えています。 
運動会で友達と一緒に取り組む楽しさを感じた子供たちは、より一層いろいろな友達と思いや

イメージを言葉や動きで伝え合いながら遊ぶ姿が出てきます。一人一人の気持ちを丁寧に受け止

めながら、友達とのつながりが深まっていくように援助をしていきます。どんぐりや落ち葉など

などの秋の自然にも触れながら、１１月も元気いっぱいに遊びます。 

運動会に向けて、競技やリズムだけでなく幼稚園のリーダーとして係の仕事にも取り組んだ年

長組。グループやチームの友達と考えを出し合う姿、縄跳びや鉄棒に挑戦する友達を応援したり、

できたときには一緒に喜んだりする姿など、友達とのつながりを基盤にしながら進めてきました。

一人一人が自分の力を最大限発揮しながら、みんなでタイミングを合わせて動くこと、気持ちを

合わせて最後まで諦めずにやり切ったことは、子供たちの大きな自信となり、達成感につながり

ました。特に、リレーのときの一人一人の真剣な表情と最後まで全力で走りきる姿には感動し、

忘れられません。 
運動会の取組をとおして培ってきた自信や挑戦する意欲を、これからの学級活動へとつなげ、

協同性を高めていきます。11月はどんぐりの帽子を作るアートの日や、焼き芋会があります。秋
の自然を自分の遊びに取り入れたり表現したりしながら、さらに親しんでいきます。 


